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木

地

春
日
神
社
会
一
九
)

恵
比
須
神
社
(
五
ニ
ニ
)

春
日
神
社
(
五
ニ
四
)
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日

次

五

、

今

井

地

春
日
神
社
(
三
六
)

八
幡
神
社
(
芝
山
)

入
鹿
神
社
(
五
三
一
)

六

、

真

菅

地

畝
火
山
口
神
社
会
一
三
一
)
八
幡
神
社
(
五
四
口
)
天
神
社
(
五
回
己
春
日
神
社
(
五
留
一
)
宗
我
坐
宗
我
都
比

古
神
社
(
五
四
六
)
天
高
市
神
社
(
五
四
九
)
人
麿
神
社
(
喜
一
)
春
日
神
社
(
五
五
回
〉
春
日
神
社
会
E
5

春
日
神
社
(
五
五
七
)
春
日
神
社
(
E
五
九
)
磐
余
神
社
(
五
六
一
)
山
石
神
社
(
五
六
回
)
子
部
神
社
(
五
歪
)

小
子
部
神
社
(
五
六
八
)
八
幡
神
社
(
芸
(
九
)
屋
就
神
命
神
社
(
E
呂
)
八
阪
神
社
(
五
七
一
)

七
、
金

橋

地

八
幡
神
社
(
五
吉
一
)

河
俣
神
社
(
五
八
一
ニ
)

春
日
神
社
(
五
七
八
)

春
日
神
社
(
五
八
九
)

八
幡
神
社
(
五
八
口
)
金
橋
神
社
(
五
八
ニ
)

天
太
玉
命
神
社
(
完
一
)

杵
築
神
社
(
五
七
一
〈
)

木
葉
神
社
(
五
八
六
)

八

、

新

沢

地

稲
代
坐
神
社
室
内
六
)

社
会
口
六
)

威
徳
天
神
神
社
(
杏
一
)

三
神
社
(
E
九八)

一
十
八
社
神
社
(
六
豆
一
)

八
王
子
神

九
、
香
久
山
地

御
厨
子
神
社
会
(
完
)
八
幡
神
社
会
一
四
)
春
日
神
社
(
六
一
六
)
春
日
神
社
会
(
一
八
)
国
常
立
神
社
会
一
九
)

天
岩
戸
神
社
会
一
二
)
天
香
山
神
社
(
六
二
回
)
畝
尾
部
多
本
神
社
(
三
九
)
畝
尾
坐
倦
土
安
神
社
(
六
一
三
一
)

三
柱
神
社
三
一
六
)
春
日
神
社
(
喜
一
九
)
植
田
神
社
(
六
四
一
)

第
二
章

院

寺

一
、
耳
成

地

O 

三五
ー
フ『

ヨヨ二
百

= 
E

七=一五九六六口九六回四六四四



目

本
願
寺
(
六
回
目
〕
常
願
寺
(
六
四
五
)
正
覚
寺
(
六
回
E
)

安
楽
寺
(
六
回
七
)
浄
教
寺
(
六
四
九
)
蓮
台
寺
(
六
四
九
)

教
円
寺
(
六
五
口
)
常
光
寺
(
六
五
口
)
憶
念
寺
(
六
五
一
)
融
宣
寺
(
六
五
一
)
大
日
寺
(
六
五
ニ
)
浄
楽
寺
(
六
五
=
一
)

観
音
堂
(
六
五
四
)
浄
福
寺
(
六
五
回
)
阿
弥
陀
寺
(
六
五
E
)

大
行
寺
(
六
五
六
)
国
教
寺
(
六
五
六
)
浄
正
寺

(
六
五
七
)
善
福
寺
(
六
五
七
)
日
宝
寺
(
歪
八
)
薬
師
堂
(
歪
九
)
普
賢
寺
(
六
五
九
)
地
蔵
堂
(
六
百
)

二
、
畝
傍

地

教
宗
寺
(
六
六
口
)

国
源
寺
(
六
さ
一
)

法
満
寺
(
六
六
八
)

顕
福
寺
(
六
七
一
)

福
栄
寺
(
六
七
回
)

久
米
寺
(
六
七
八
)

三
、
鴨

公
是
信
寺
会
合
一
)

常
願
寺
(
六
八
六
)

四

、

八

木

地

妙
観
寺
(
六
六
一
)

西
向
寺
(
六
六
四
)

大
仙
寺
(
六
六
八
)

天
上
院
(
歪
一
)

徳
応
寺
(
六
七
五
)

明
善
寺
(
六
八
一
)

地

区

束
通
寺
(
喜
一
)
称
詮
寺
会
さ
ロ
願
専
寺
(
六
六
一
己
実
相
寺
(
六
六
一
エ
)

正
恩
寺
(
六
六
五
)
光
明
寺
(
六
六
五
)
本
薬
師
寺
(
六
六
六
)
信
光
寺
(
六
六
七
)

本
明
寺
(
六
六
九
)
法
輪
寺
(
六
七
O
)

妙
法
結
社
(
六
七
己
)
正
楽
寺
(
六
七
一
)

日
本
山
妙
法
寺
会
主
一
)
阿
弥
陀
寺
会
主
一
)
称
名
寺
(
六
七
回
)

弘
容
一
円
寺
会
主
(
)
薬
伝
寺
(
六
七
七
)
高
松
寺
会
甘
七
)
法
林
寺
(
六
甘
八
)

大
師
堂
(
六
八
ニ
)
称
讃
寺
会
(
八
二
)

正
光
寺
(
六
八
四
)

報
恩
寺
(
六
八
七
)

正
明
寺
(
六
八
四
)

地
蔵
寺
(
六
八
八
)

観
音
寺
(
六
八
六
)

養
国
寺
(
六
八
一
エ
)

常
楽
寺
(
六
八
七
)

善
行
寺
(
六
八
五
)

大
願
寺
(
六
八
八
)
観
音
寺
(
六
八
九
)
延
命
院
(
六
九
O
)

国
分
寺
宍
九
一
)
西
福
寺
(
七
九
二
)
金
台
寺
(
六
九
百
一
)

八
木
大
師
教
会
(
六
九
四
)
護
法
寺
(
六
九
回
)
正
福
寺
(
六
九
回
)
円
立
寺
(
六
九
五
〉
明
教
寺
(
六
九
六
)
諦
聴
寺

(六九六)

五

、

今

井

地

西
光
寺
(
六
九
七
)

普
賢
寺
(
甘
口
=
一
)

次

区

蓮
妙
寺
(
六
九
八
)

称
念
寺
(
六
九
八
)

常
福
寺
(
六
九
九
)

順
明
寺
(
吉
一
)

正
蓮
寺
(
苫
ニ
)
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日

次

六

、

真

菅

地

慈
明
寺
(
甘
口
回
)
願
興
寺
(
甘
口
四
)
称
名
院
(
甘
口
五
)
光
専
寺
(
七
日
(
)
光
岩
院
(
七
宕
)
東
楽
寺
会
口
八
)

大
信
寺
(
七
口
八
)
地
黄
観
音
堂
(
甘
口
九
)
安
楽
寺
会
一
口
)
専
念
寺
会
一
口
)
大
日
堂
(
甘
一
一
)
春
道
観

音
堂
(
三
一
)
願
成
寺
(
七
三
)
浄
行
寺
(
七
一
二
)
大
日
堂
(
七
一
=
一
)
正
福
寺
会
一
=
一
)
善
光
寺
堂
(
七
一
回
)

最
勝
寺
会
一
五
)
瑞
花
院
(
七
一
宜
)
雲
分
寺
(
七
一
甘
)
親
縁
寺
(
甘
一
七
)

七
、
金

橋

地

光
明
寺
(
七
一
八
)

薬
師
堂
(
七
二
口
)

観
点
日
堂
(
吉
一
一
号

庵
寺
(
七
一
八
)
浄
栄
寺
会
一
八
)
大
日
堂
(
七
一
九
)
金
剛
寺
(
七
一
九
)
正
覚
寺
(
七
ニ
ロ
)

地
蔵
堂
(
七
ニ
O
)

徳
応
寺
(
七
三
)
西
応
寺
(
七
ニ
ニ
)
浄
念
寺
(
吉
一
ニ
)
法
光
寺
(
七
三
一
)

正
満
寺
(
七
二
回
)

八

、

新

沢

地

浄
満
寺
(
甘
ニ
四
)
円
福
寺
(
七
二
五
)
仏
覚
寺
(
吉
一
5

重
願
寺
(
吉
一
六
)
長
法
寺
(
七
二
六
)
浄
国
寺
(
七
二
九
)

念
仏
寺
(
甘
さ
)
浄
念
寺
(
吉
一
口
)
浄
宗
寺
(
圭
一
)
阿
弥
陀
寺
会
一
三
)
和
田
寺
宣
一
一
二
)
正
蓮
寺

宣
言
一
)
観
福
寺
(
吉
一
回
)
円
教
寺
会
=
一
五
)
薬
師
堂
(
吉
一
五
)

九
、
香
久
山
地

木
福
寺
(
吉
一
六
)

保
寿
院
(
七
四
一
)

妙
法
寺
(
吉
一
六
)

蓬
生
寺
(
七
哲
一
)

浄
福
寺
(
吉
一
七
)

念
仏
寺
(
七
回
二
)

盟
(
主
口
土
寸
(
七
三
八
)

興
福
寺
会
四
一
ユ
)

日
向
寺
会
一
一
元
)

法
然
寺
(
七
回
口
)

第
三
一
章

仏

教

美

術

一
、
薬
師
寺
金
堂
薬
師
三
尊
と
白
鳳
彫
刻

二
、
平
安
時
代
の
彫
刻
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寸コ
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日

正
覚
寺
地
蔵
並
口
薩
立
像
(
七
四
九
)
久
米
寺
如
来
立
像
(
甘
吾
)
正
覚
寺
天
部
立
像
(
芸
O
)

和
田
寺
薬

師
如
来
立
像
(
七
五
己
本
願
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
(
七
五
ニ
)
国
分
寺
十
一
面
観
音
立
像
(
喜
一
)
観
音
堂

観
音
菩
薩
立
像
(
七
五
=
一
)
薬
師
堂
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
七
吾
)
地
蔵
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
(
七
五
回
)
東
坊

城
庵
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
七
五
E
)

薬
師
堂
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
甘
五
E
)

興
善
寺
十
一
面
観
音
立
像

(
芸
六
)
阿
弥
陀
寺
十
一
面
観
音
立
像
(
七
五
七
)
延
命
寺
天
部
立
像
(
七
五
八
)
正
覚
寺
大
日
如
来
坐
像

(
芸
八
)
延
命
寺
十
一
面
観
音
立
像
(
七
五
九
)
久
米
寺
十
一
面
観
音
立
像
(
甘
さ
)
妙
法
寺
阿
弥
陀
如

来
坐
像
(
七
六
一
)
正
福
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
七
六
己
長
法
寺
薬
師
如
来
坐
像
(
七
さ
一
)
阿
弥
陀
寺
阿

弥
陀
如
来
坐
像
(
甘
さ
一
)
円
福
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
七
六
=
一
)
阿
弥
陀
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
七
六
回
)

安
楽
寺
薬
師
如
来
坐
像
(
七
六
五
)
地
蔵
堂
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
甘
六
六
)
阿
弥
陀
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(
七
六
六
)
長
法
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
七
六
七
)
融
宣
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
(
七
六
八
)
春
道
観
音
堂
天
王
形

立
像
(
七
六
八
)
正
蓮
寺
二
天
王
立
像
(
甘
完
)
観
音
寺
増
長
天
立
像
(
七
七
口
)
円
福
寺
阿
弥
陀
如
来
坐

像
(
七
七
己
安
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
七
百
一
)

三
、
中
世
の
彫

ーロ
ー口

〔

鎌

倉

時

正
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
甘
七
=
一
)
正
蓮
寺
大
日
如
来
坐
像
(
七
芸
)

東
楽
寺
聖
徳
太
子
立
像
(
七
七
七
)
個
人
蔵
阿
弥
陀
如
来
立
像
(
甘
七
八
)

七七一一一

国
源
寺
聖
徳
太
子
立
像
(
七
七
E
)

〔
南
北
朝
・
室
町
時
代
〕
:
・
・
・
・
・
・
・
目
・
・
・
・
・
・
-------a
目・・・・・・・・・・・
----a.
，•••••. 
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法
然
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
(
七
七
八
)
久
米
寺
普
無
長
三
蔵
坐
像
(
七
七
九
)
長
法
寺
不
動
明
王
、
降
三
世

明
王
立
像
(
七
八
口
)
妙
法
寺
大
日
如
来
坐
像
(
七
八
一
)
盟
(
善
寺
文
殊
菩
薩
及
侍
者
像
(
甘
つ
一
)
普
賢
寺

聖
徳
太
子
立
像
(
七
八
宜
)
慈
明
寺
十
一
面
観
音
立
像
(
七
八
七
)
日
向
寺
大
日
如
来
坐
像
(
七
八
七
)
観
音

寺
役
行
者
二
鬼
像
(
七
八
八
)
長
法
寺
大
日
如
来
坐
像
(
七
九
口
)
竹
田
神
社
大
日
如
来
坐
像
(
喜
一
)

国
源
寺
不
空
潤
索
観
音
立
像
(
七
九
一
ニ
)
薬
師
堂
薬
師
如
来
坐
像
(
七
九
四
)

次



目

次

四
、
江
戸
時
代
の
彫
刻

観
音
寺
三
宝
荒
神
坐
像
(
七
九
七
)

五
、
絵
画
・

第
四
章

第
五
章

橿
原
市
在
銘
作
品
一
覧
(
克
己

動

物

晴
乳
類
(
八
D
E
)

動
物
覚
え
書
き
(
八
ゴ
一
)

鳥
類
(
八
O
E
)

魚
類
(
八
完
)

植

物

一
、
大
和
三
山
の
植
生

畝
傍
山
(
合
一
ニ
)

耳
成
山
(
八
二
四
)

呑
久
山
(
八
二
六
)

二
、
橿
原
神
宮
の
森
:
:
・
:
:

第
六
章

第
一
節

第
二
節

境
内
林
の
概
略
(
八
ニ
九
)
境
内
林
造
成
の
歴
史
(
八
三
口
)

結
果
(
八
三
)
二
つ
の
タ
イ
プ
の
森
林
(
八
一
言
)

植
栽
後
三
五
年
目
の
状
況
(
八
Z

一)

調
査
の

民

俗

宮

座

一
町
(
八
五
六
)
南
浦
町
(
八
五
八
)
土
橋
町
(
八
完
)

観
音
寺
町
(
八
回
大
)
光
陽
町
(
八
四
六
)

豊
田
町
(
八
回
口
)

飯
高
町
(
八
百
一
)

四
条
町
(
八
四
回
)

ま
つ
り
と
行
事

四
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上
品
寺
|
シ
ャ
カ
ジ
ャ
カ
祭
り
(
八
四
八
)
地
寅
|
ス
ミ
ツ
ケ
祭
り
(
八
四
九
)
小
網
|
ノ
グ
チ
さ
ん

(
八
五
口
)
北
妙
法
寺
|
ノ
ガ
ミ
さ
ん
(
八
五
一
)
五
条
野
|
ツ
ナ
カ
ケ
さ
ん
(
八
芸
一
)
五
井
|
ツ
ナ
ク

ミ
(
八
五
一
ニ
)
四
条
l
ツ
ナ
ク
ミ
(
八
五
一
ユ
)
慈
明
寺
|
ノ
ガ
ミ
さ
ん
(
八
吾
)
見
瀬
|
ツ
ナ
カ
ケ
(
八
五
五
)

東
坊
城
|
/
ガ
ミ
さ
ん
(
八
五
E
)

古
川

i
ノ
ガ
ミ
さ
ん
(
八
五
七
)
忌
部
ノ
ガ
ミ
さ
ん
(
八
吾
)

ノー.

{] 

八五七

レ
ン
ゾ
(
八
五
七
)
久
米
会
式
(
八
三
)
ス
ス
モ
の
荒
神
祭
(
八
三
)

り
(
八
六
五
)
ホ
ウ
ラ
ン
ヤ
(
八
六
六
)
愛
宕
祭
(
八
六
八
)

お
峯
デ
ン
ソ
ソ
(
八
六
回
)

大
汝
参

第
三
節

八七(〕

5会

，馬

百
人
一
首
絵
馬
:
j
i
-
-

牟
佐
坐
神
社
の
百
人
一
首
絵
馬
(
八
七
一
)

八甘口

見
瀬
八
幡
宮
の
百
人
一
首
絵
馬
(
八
主
)

和

算

絵
耳
成
山
口
神
社
の
算
額
(
八
七
八
)

八七七

第
七
章

道

標
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ノ1

道

標

の

分

ノーt
j宍、

道
標
の
建
立
年
代
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f、

道
標
lζ 
記
さ
れ
7こ
指
向
地
名

ノ寸、

ノ一、
Zヨ

道

標

の

形

八八
E

月
の
現
存
道
標

日

次

一五



目

次

特
徴
あ
る
道
標

/、
ブU/、

「
八
木
・
今
井
」
「
神
武
天
皇
陵
・
橿
原
神
宮
」
を
指
向
す
る
道
標
(
八
完
)

第
八
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地
名
|
|
古
代
地
名

は

じ

め

郷

川
辺
郷
l
竹
田
川
辺

2
2一
)
飲
富
郷
飯
高
・
多
・
子
部
・
雲
分

2
2一)

遊
部
郷
(
き
さ
久
米
郷
(
竺
一
)

雲
梯
郷
(
九
口
千
円
)

職

掌

地枝
組
・
妻
田
組
・
土
田
組
(
九
一
一
ユ
)

山
之
坊
(
九
一
八
)

忌
部
(
九
一
五
)

下
八
釣
(
九
一
五
)

定
使
(
九
一
七
)

八
木
・
別
所

好

字

地吉
田
・
吉
殿
(
九
一
九
)

宮
所
・
香
子
山
・
磐
余
(
合
一
一
)

和
田
(
空
口
)

豊
田
宕
一
一
)

改
字
(
転
批
)

小
網
・
今
井
(
九
ニ
四
)

(
舟
築
山
)
(
空
八
)

縄
手
(
空
五
)

十
市
(
九
二
七
)

新
口
・
新
賀
(
空
六
)

五
条
野
(
九
二
七
)

舟
付
山

各

大
和
三
山
宕
一
九
)

大
和
国
府
l
軽
古
・
香
山
正
倉
・
小
治
田
宮
(
圭
一
)

十
三
塚
(
中
曽
司
)
(
室
八
)

古
代
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-
j
i
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e

・
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:
・
:
・
:
j
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-
-
:
:
・
:
j
i
-
-
:
・
九
回
ニ

十
市
郡
(
吉
一
)
高
市
郡
(
九
四
八
)
十
市
西
(
2
0
)

高
市
西
(
九
五
一
)

解

ブU
Eコ

ブU
Eコ向。一一一

ブUブu

ブu
九ニ四

ブu

ブU
九五八
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五

広
瀬
郡
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九六一

六
、
葛
下
郡
条
里

九六ニ

歴

代

公

職

者

九六一一一

歴
代
市
長
(
九
六
ゴ
一
)
歴
代
助
役
(
九
苔
一
)
歴
代
収
入
役
(
九
六
一
エ
)
歴
代
市
議
会
議
員
(
九
六
回
)
歴
代
教
育

委
員
会
委
員
(
九
七
O
)

歴
代
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
(
幸
一
)
歴
代
監
査
委
員
(
九
主
)
歴
代
公
平
委

員
会
委
員
(
九
七
回
)
歴
代
農
業
委
員
会
委
員
(
九
七
五
)
歴
代
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
(
九
八
四
)

付

年

表

略

九八六

一
七




